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縄文時代における東京湾東沿岸地域の海進海退 (3)

武田宗久

V 視束成湾東岸地域の貝塚分布（別表 ・付図 14,15, 16参照）

北半部

(7) 鹿島）II •都） II 沿岸

鹿島川は標高91rnの千葉市小食十町に源を発し、 ド総丘陵の北東側を北流して印施沼に注ぐ

延長29キロ 。一方、都川は下総丘陵の南西側にあって東京湾に注ぐ 。この川の水原は標高50m

前後の千葉市誉田町にあり、北々東に約 5キロ進み、同市川井町付近の谷を西北方に転じて約

5キロ降り、標高10加の底地で坂月）11と合流し、さらに約 2キロ西進して標高 5mとなり、こ

こで［戸名川を合せて川幅を広めつつ、亥鼻丘陵の北方に展開する開析平野を進み、川口の手

前でよし川を加える、延長約15キロである 。
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第 1図 鹿島）11、都川上流地域の貝塚、貝フロックの分布図
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この 2つの川の上流域に所在する目塚・貝ブロック遺跡の分布を見ると、鹿島川沿岸では中

野僧御常遺跡・八反日台貝塚•宮ノ台遺跡・野呂山田貝塚がある。このうち標高53~49.5 mの

中野僧御堂遺跡は、少量の茅山式と加曽利 Eill・IV式・称名寺式・堀之内 I式・）J[j曽禾ljB式土

器が発掘されたか、主体は加曽利 EIII～堀之内 I式期て、加曽利 E式の遺構に伴なう貝ブロッ

クが発見された。（註 l)この目は、外洋性のチョウセンハマグリ・ダンベイキサゴか多く含ま

れていることから、九十九里海岸からもたらされたものと思われる。 （註 2)

次に標高53mの八反目台貝塚は、堀之内 I.加首利 BI • lI ・安り T• lI式を主体とする後

期の点在貝塚で、内湾性のイボキサゴその他を含む王鍼である。宮ノ台遺跡も堀之内 I～安行

I式を主とし、堀之内 I式の仕居址内に加曽利 B式期のハマグリ・シオフキ・アサリ・アカニ

シの貝フロックか投棄されていた。 （吐 3) 野呂山田貝塚は、標高30~35mの点任貝塚て、

堀之IAJI ～安り I・ II式を上とし、イボキサゴ・ハマグリ・オキシジミ・シオフキ・マテガイ

なとの主鍼であって、 （註 4)鹿島川流域では、本貝塚より下流約 9.5キロの地点にある四街道市

山梨の前広貝塚に至る間、全く貝塚の存在を知らない。

都川の上流には、営田高田貝塚と川井貝塚かある。このうち誉田硲田貝塚は水原地に近い谷

奥の右岸に立地し、標高48m、半月形に並んだ 4ケ所に貝の散布か見られる馬蹄形貝塚である。

昭和29年このうちの 2ケ所で行なわれた発掘報告によれば、表土は混貝土庖約25cmで、この中

に加曽利 B.安行 I• II式かあり、この下に混土貝謄が局部的に介在し、堀之内 ll式か含まれ

る。貝層の厚さは約30cm前後で、貝はイボキサゴか最も多く、ハマグリ・アカニシかこれに次

ぐ純鍼に近い主鍼貝塚で、魚類はマダイ・スズキ・コチ・ボラであったという。 （註 5) 川井

貝塚は、木貝塚から都JIIの谷を約 2,5キロ降った左岸にある点在貝塚で、標高33m、ハマグリ・

イボキサゴ・アサリ・シオフキなどを含む主鍼で、土器は早期前半と安行 Illa式期のものが催

かに含まれるが、主体は堀之内 I～加曽利 BIll式期であるつ （註 6)

以上の如く鹿島）II上流では中野僧御堂遺跡以外の諸遺跡は、いずれも後期前半を主体とする

ものであり、都JIIt流でも同様な現象かみられる。しかも全てかt鍼＇「生の貝類を含み、この中

に内高に棲息するイボキサゴか多いことは、これらの地域の縄文人が求めた魚貝類の搬入ルー

トが束京恋の海辺につながっていたことを示唆する c しかし、これらの遺跡を残した人々のす

べてか都川を搬入路にしていたと断定することはてきない例えは、誉田高田貝塚の場合は、

その地理的位置から判断すると、後述する｛ ＿戸名川の上流にある東水砂第 2貝塚・六通艮塚・

野田小谷貝塚などとともに、むしろ浜野川や村田）1|の沿岸海域に搬入路がある可能性が強い。

都）IIの中流域を見ると、左岸の支谷に多部田貝塚・うならすす遺跡かあり、さらに下ると別

の小支谷に滝ノ谷貝塚・押元貝塚かある。このうち多部田貝塚は標閻35m、谷との比高15m、

3ケ所に貝層の分布を認める馬蹄形貝塚で、採集士器は堀之内 I～安行 II式であるか、貝層の

形成時期は加曽利 Rr • ll・nl式期である。 （註 7) うならすず遺跡は本貝塚の北方約 700m 
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にあり、後期の土壊に貝ブロックを含むという。 （註 8)滝ノ谷と押元の 2貝塚は、都JIIに向

ってゆるやかに傾斜する微高地に所在し、前者は標贔28.5mにある点在貝塚で、阿玉台・加曽

利 E.堀之内武を主とし、後者は標高16~24mにある尾蹄形貝塚で、）Ju曽禾ljE式を主とし、堀

之内・加曽利 B式かこれに次ぐ。

一方、都）1|の右岸では栢高30mの台地の突端部に加曽利 E式を主とする北谷津貝塚（点打貝

塚）かあり、これより約 2,4キロ降った坂月） 11との合流点から、坂月｝11の東側の谷在さかのほっ

た縁辺台地に加曽利 EIVエしを包含する中薙貝プロック遺跡・阿土台・叩曽利 EI • II式をtと

する蕨立・さら坊の 2貝塚と、堀之内・加曽和JB式を土とする坂月台貝塚かある。いずれも標

高30m前後で、蕨立貝塚は点在馬蹄形、他は点在貝塚である。また西側の谷をさかのばると東

側に加曽利 EIII ・ IV式を土とする広ケ作貝塚（点在貝塚）と加曽利 EII • III式在主とする滑橋

貝塚（点在馬蹄形）かあり、西側に加曽利貝塚群かある。

加曽利貝塚群は、加位利北貝塚• JJu曽利南貝塚・加曽利西貝塚・加曽利宋遺跡を総称し、内＾

貝塚（点在貝塚）以外は大規模な局部的発掘によって、ほほ遺跡の概要か明らかになった。北

貝塚は標高 31,5~28m、直径約 130mの環状具塚で、イボキサゴ・ハマグリ・アサリ・シオフキ・

ウミニナ・サルボウなど30種を含み、旦屈形成時期を思わせる土器は阿玉台．勝坂•原加曽利

E （中峠） ・加曽利 EI • TI ・称名寺・堀之内 I• II ・加曽禾ljB I • 11式で、このはか加曽和」

B III・ 曽谷・安行 I・ II・ Illa • Illb • Ille ・姥山台 I1式も採集された。 （註 9)南貝塚は標

高32_5~34 m、半月形の貝層が 3ケ所ある直径約 170mの馬蹄形貝塚で、 イボキサゴ・ハマグリ

・シオフキ・アサリ・オキシジミ・マガキなど35種を含み、貝屑形成時期を屈わせる土器は称

名寺・堀之内 I.加曽利 BI ・安行 I式か確認されたはか、阿玉台式と安flIII a式が1昆貝上廣

の貝ブロ；；クに伴なうともいう。このほか勝坂・加曽利 F、II • III ・堀之内 II.加曽和JB 11 • III 

•安｛」 II ．姥山台 III. 安行 III C.前浦・大屑・大屑 B-C・大屑 C]も採集された。 （註10)

東遺跡は南貝塚の東方に接続する平坦地（標高28~32m)から傾斜部（標高15,5~24m)にかけ

ての部分で、平坦部の調否は附和45• 16 • 47年度（第 1.第 3.第 4次）に、 1頃斜部の謁行は

胎和4bり度（第 2次）に実施された。この結果、平叫部から採集された土器は阿玉台・加曽利

EI・ll・III・ 堀之内 I.加曽利 BI・ll・ 安行 I.安fiII式で、元見された住居址は阿玉台

式期 2.加曽利 E[I式期 9.加曽利 EII~ III式期 1.加位和lE lll式期 1.堀之内 I式期 1.安

行］式期 1・小竪穴は飼玉台式期 4.加曽利 EI式期 2 • 1JU曽利 EII式期 11.加曽利 EIII式期

10・時期不明のもの15であった u 右のうち貝ブロックを伴なう仕居址は 5、小竪ク→くは 2である。

その内容を見ると、 /Jo曽和lE式期の住屈または小竪穴か一旦廃棄された後、同一時期に貝プロ

ックを投入したものと 、堀之内 I式期の住届が廃棄され、加曽禾ljB II式期になってから貝プロ；；

クを投入したものとかある。次に傾斜部から採集された土器は、井草・茅山•関山・黒浜・諸

峨・浮島・加曽利 BI式で、発見された遺構は茅山式期の炉穴 5.関山式期の住居計 1.黒浜

-3-



9

，
ャ
ー
レ
，
ン

1. 

9

t

_

-

9

 

・一．．

‘‘7 
'I  

I 
i 
！ 
I 

I 

I 
i 
I 
I 

¥。ニ
ロ

第 2回

--． 

‘ 

式期の住居址 l•加曽利 BI 式期の住居

址 1であったが、いずれも貝プロックは

認められなかったという。 （註11)つま

り東遺跡は「加曽利東点在貝プロック遺

跡」と称した方がより適切な表現の仕方

である。

坂月川との合流点から都JI/をさらに亜

進して、標高 5mの地点で仁戸名）I/を加

える。この川を 3.6キロはどさかのぼっ

た千葉市平山町で、東南方に向う平山）I/

を分岐し、仁戸名川は南方に浸入する。

さて、平山川の上限貝塚は、右岸の標高

45~46mにある東水砂第 2貝塚で、ハマ

グリ・アサリ・イボキサゴ・マガキを主

とする7JD曽利 EID・IV式期の点在貝塚、

これよりやや下流の左岸にある長谷部貝

¥・: 

『]『-•9ふ爪

三＼\”• I I“’'., III I 1/ffl 
加曽利東遺跡の遺構群と貝ブロックの分布

E. 
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加曽和」束遺跡発見の貝ブロノク遺構

立地 標 高 遺構と時期 具ブロ ック 貝ブロックの時期 貝の種類 備 考
--・ 

竪穴住居址
ハマグリ・シオフ

加店禾IJE Il式

゜
fJD曽利 E]]式 キ・アサリ・マガ

キ・キサゴ， 

ハマグリ・シオフ

” 

゜
II キ・キサゴ・マガ

キ （昭和46年度）
平堪部 32~30m 

堅穴住居址 加着利EII~ ハマグリ・シオフ
第 3次発掘

/)[j曽利EII~ ill式

゜ m式 キ・キサゴ
調査区

＇ 

小 竪穴

゜
加曽利EII式 力 キ

加＇凶沐 l|EII式

小竪穴

゜
加曽利Eln式 貝種記載なし

加曽利Elli式

竪穴住届址

゜
加’,、9、1利EII式 且種記載なし

/JU曽利EII式

キサゴ・ハマグリ・ （昭和47年度）
平坦祁 31 ~28m 

堅穴住店址 アサリ・アカニシ・ 第 4次発掘

堀之内 I式 I 9、へ一 加音利BIl式
ツメタガイ・シオ 調査区

フキ

塚は標高41m、阿玉台・加曽利 E.堀之内・加曽禾IJB・安行］． IT式を貝層に包含すると思わ

れる馬蹄形貝塚、さらに約 1.5キロ下流の右岸には点在馬蹄形の築地台貝塚かあり、これより少し

降ると吾妻貝塚かある 。築地台貝塚の調査によると、貝塚の規模は長径 110m、短形 100mで、

採集上器は加曽利 Eill ・IV・称名寺・堀之内・加曽利 B•安行 I • II • ill a • ill b• 前浦・姥山台・大洞 B

-c・荒海であるか、晩期には貝層を伴ふわないとあな（註12) 吾妻貝塚（点在貝塚）は諸磯．

阿玉台・加曽利 E.堀之内・加凶利 B式土器を含むか、 貝層は中～後にあるものと推測される。

また、左岸にある台[rn貝塚は、加曽利 EI • II ・川式期の点在貝塚である 。

一方、 仁戸名川の卜限左岸には六速貝塚があるリ標高40~47れを測り、南西側に村田川の支

流か刻んだ茂 呂谷津と称する支谷の谷頭かあって、両力の分水嶺の地点 にある 、）この且塚は早

くから注目された大型馬蹄形貝塚で、南側に開［］す る。 貝塚の規模は東西約 140m、 南 北 約

125 mで、 1m以 tの堆積貝層かある。イボキサコか多く、ンオフキ・ハマグリ・カガミガ

イ・アカ ニ ン・オキシジミ・サルボウなどの純巌に直い主鍼 0)貝類を含む。採集土器は少量の

諸磯式と堀之内 J.II.加曽利 B J • II • Ill ·曽谷・ 安行 J•II·illa·illc であるが、貝層

形成の時期は後期であろう 。 （註13) 六通貝塚から 仁戸名川の谷をやや降った右岸にあるの

か、加曽利 E～加曽利 B式を包含する野田小谷旦塚である。さらに約 3キロ降ると平山）IIとの

合流点から少し手前の左岸 に菱名貝塚、右岸に立堀貝塚かある 。 このうち、菱名貝塚はハマグ

リ・イボキサゴ・シオフキを主とする点在馬蹄形貝塚て、阿玉台・勝坂・加曽利 EJ • Il式上
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器を含むが、主体は加仇＇禾 ljE J式である。 （評14) 寸堀貝塚は、地点貝塚で堀之内～加因利

B式期であろう。

平山）IIとの合流点から仁戸名，111を約 1.7キロトると椋高 101n線に逹する。この左岸の台地縁

辺にへたの台・月ノ木・高崎台の 3貝塚かある。いずれも中～後期の遺跡で、粽高は20m前後

である。へたの台は阿玉台・ 1J□曽禾ljE I • II式期の点在貝塚、月ノ木は馬蹄形貝塚で貝膚の厚

さは lm廿り後を測り、谷の力向に開□する。加苦利 E.堀之内・｝JU曽利 B式土器を含み、 1JU曽

利 EII式期の住居址に伴なう貝暦が確忍さ訊ている。 （註l5)

都Illの下流は仁戸名川との合流点から東京湾に注ぐ河にまての間で、標高 5m未満の沖栢低

地か広くつらなり、南側は亥鼻丘陵にはばまれ、北側は卜総丘陵に大きく食いこんだいくつも

の浸食谷があって、この谷と谷に挟まれた古状台地の縁辺に、早•前・巾・後期の貝塚や貝プ

ロック遺跡が爆発的に密隻する。いまこれらの己状台地を似に西から束南に、殿台台地・東寺

山台地・高品台地・貝塚台地・宝導寺台台地・旧］ノ台台地と名ずけ、それぞれの台地に分布す

る遺跡を検討することにする。

殿台台地では西側の谷をさかのほると、よし川の水源近くに加曽利 F,[l．m式期の愛生貝塚

がある。ここから約 1キロ下ると餅ケ綺貝ブロック遺跡、 さらに約 700m 卜ったところに尉

台貝塚かある。餅ケ崎は標高25~28m 、採集上器は片草・夏島・稲伯台•田戸下贋・鵜ケ島台

・茅山・浮烏・五領ケ台・ lloJ玉台・勝坂・加曽利 EII・ill・IV・称名寺・堀之内 J.II.加曽

利 BII • ill ・安行 I式で、発掘報告によれば上拡 l(）5基のうち加曽利 F、IV式期の25見に、ハマグ

リ・イボキサゴを上とする貝ブロ、ノクかあったという。 （註16) 殿台貝塚は標高24m、 2つ

の貝層分布からなる馬蹄形貝塚で、採集上器は黒浜・加曽利 E.1Jo曽禾IJB・安行 II・illa・ill

b.姥山台 II式であるか、貝層形成時期は後期と思われ、安行 rr式期にも貝思かあるという。

（註17) 一方、東側では谷奥に加曽利 E式を主とする西寺山・北前匝の 2貝塚とすすき山貝

ブロック遺跡とか近接した位直にある。すすき山は標高26~28m、1Jn曽利 Em式期の住居址・

小竪穴10数基にイボキサゴ・ハマグリ・シオフキ・アサリの貝ブロックか発見された。（註18)

東寺山台地ては西側の谷に面して殿台前、束側の谷奥に面して廿五里北・廿五里南かあり、

この谷を 800mはど下った支谷に面して東寺山かある。さらに少し下って標高10m線の谷）II

に面して束寺山内の 5貝塚かある。石のうち殿台前は標高24m、堀之内・ 1Jo曾禾IJB式を↑とす

る後期の点在貝塚、廿五里北は加曽利 E式を主とし、甘万弔向は加内和JE I • II ・垢之内式を

王とする。いすれも襟高28~29mに立地する点在馬締形貝塚で、イボキサコ・ハマクリ・アサ

リ・シオフキ・オキアサリ・カガミガイか多い。東寺山貝塚も標高28m、貝類もほとんど変ら

ない。採集上器は阿王台・加曽禾ljE I • II ・堀之内・ 1J□曽利 B・ 安行 Iであるか、宇1本は中期

の馬蹄形貝塚（壮19)、 東寺山南は椋高26m、阿玉台・加曽禾IJE式期の点在貝塚である。

高品台地には西側の谷奥に向して宮ノ腰、東側の谷の開口部に面して貝堤の 2貝塚かある。
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いずれも標高は28~30mで、宮ノ腰は浮島を土とし、加層利 E式も少量含む。貝堤は茅山・諸

磯a • b • c ・丹島 I.n. m．典津・加曽利 B・ 安行 J式を採集するか、貝／晉は浮島・消砥

式期であろう 。両貝塚はハイガイ・ハマグリ・アカニシか多い点在貝塚である。 （註20)

貝塚台地は東西約 600m、南北約 1.5キロ、標高は局部的に30mを越すところもあるか、大

部分は28m前後の平坦な地形で、東西の谷との比高は 19m前後である。台地の南側は西から東

へ人りこんだ谷をへだてて宝導寺台台地を望み、これか防風の役割をはたす。もしも、都川下

流の沖積低地が縄文時代のある時期に、古千葉（内を形成していたとすれは、この谷間は（皮静か

な入江で、絶好な漁場であり船泊りであ った ろう。

台地上に密集する貝塚群の内容を分析して貝陪形成の時期を推定すると、漁拐店動が初めて

開始された集落は、西側の谷に面する荒屋敷西貝塚であって、採集上器に黒兵・諸磯a • b式

か多く、貝種にハイガイ・ハマグリ・アカニ、ン・ツメタガイかめだつことから、前期後半のこ

とであろう 。中 期になると草刈楊・阜刈場東・向ノ内・東辺田・貝殻後・荒屋敷・台門・西

光院とこの台地の全面に広かり、しかも 草刈場・荒屋敷のような馬蹄形貝塚が含まれる。とこ

ろか後期になると、東辺田・貝殻後・荒屋敷・匹光院の諸貝塚は哀え、新たに新堀込向貝塚か

/JUわる。右のうち芹l刈場と台門は、さらに晩期初頭のころまて貝層の形成があったかもしれな

し‘
゜
宝導寺台台地は、束から西へ大きく張りだし、束側は標高28m、西側は約18mを測る 3 西側

突端部の字名は北半部か根本台、南半分が宝導寺台である。この台地の基部には車坂遺跡と木

戸場貝塚かある。車坂は浮局・諸磯・阿玉台・加曽利 E ・称名寺・加曽利 B式t器を含むが、

主体は浮島と諸磯が圧倒的に多く、諸磯式の小竪穴に貝ブロノクが検出されている。 （吐21)

木戸場は夏島・浮島・諸磯a • bを含むか、主体は諸磯式期の点在貝塚である。

向ノ台台地は都川に最も近い位置にある小さな舌状台地で、標高は約18m、ここにある向ノ

台貝塚はマガキ・ハイガイ・サルボウ・ハマグリ・アカガイ・イタボガキなど22種類を含み

採集された上器は、日戸上屑． f母ロ・茅山・諸磯式で、茅山式期に貝層を｛半ない、竪穴住居

址と炉穴群が発見された。 （註22)

西ノ下通貝塚について

この貝塚の発掘地点は都町字西ノト通 676番地てある。 貝層の分布範囲は内ノ下通から字

西ノ下 (676,677, 673) にわたるものと思われる 。標画 は 7~8mの沖積低地である。発掘

報告では宝導寺台貝塚と名づけたか、この字名は本貝塚の北側にある台地の字名で、本貝塚は

その向下に存在することから、本稿では西ノ下通貝塚とした。 1附和43年千葉市の都市計画消路

の整備に伴なう拡幅上事の際、加曽利貝塚博物館か発見し、部分的な緊急発掘かりなわれた。

報告書によると、厚さ約 2mを測る表士および黒褐色土居の下に貝層かある。貝眉上曲の標高

は f:i.5~ 7 m、貝肘囲 Iくの砂層卜面の標高は 4~ 4.6 mで、この砂）苦は現在の東点湾沿岸にある
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干築市貝塚町貝塚群と貝層形成の時期

貝塚名 所在地 規模
貝層形成の時期（推定） 採 集 土 器 の 形 式

t要文献ナ巳・ 月~l・ j 中 後 晩 （加E=7JD曽利 F、•堀＝堀之内・加 B =1J□曽利 B.安＝安行）-～ 

新 堀込陶 貝塚町新堀込 点在 称名寺・堀 I.堀 II./]UBI ・加BII •安 1. 安 II. 安 ID a ① ］ 

草 刈場 ”木戸1午 馬蹄形 I .-, 黒浜・浮島・下小野・阿玉台・加E・称名寺・堀 I.堀 JI.7]1] 
(2)（③④⑩ 「―- ： • 1B・曽谷・安 J.安II.安rna.安illc← ――-

" I口）ノ内•～-尻--籠 i：, ’卜ぃ点~．＂ ●●ー•fぃt—t+ , ’ ~-ー-・ -・

----+- -・ 向 ノ 内
1 I 諸磯a ・浮島・阿玉台・加E.堀 I.堀 ll.加B.安 J.安n

①(2）④⑤⑲ 
（草刈場南）

I 安m
I---- --

卜草刈場東 9/ 谷ット I iI 点 在 加 E· 称名寺• JJUB •安 J •安 I] ①(§) 
束辺田

II 史辺田 点在 夏島・黒浜・浮島・阿玉台・加 ElV・称名寺・堀 I.加B.
③④R⑩ 

（鋭屋敷北）
安 1.安II

--
具殻後 目殻後 点在 I 

阿玉台 •/JOE J ・7JDEll ・加B ⑲) 

99 

I 
l 

“ I 黒浜・諸磯a・浮島・五領か台・阿玉合．勝坂・加EJ.加E「―流屋敷 ” 姐l中 馬蹄形 I I 
II・リnEm・加EN・祢名寺・堀・加B.安 (3)⑦⑧⑨ 

l -

荒屋敷西 II 
I 

/9 t1塚向 点在
: 関山・黒浜・諸磯a ・諸磯b ・浮島・輿津・加E.安II (2)⑧④⑩ 

—L-台 門 ” 台門～殿作 朗蹄形 , 黒浜・五領が台•阿玉台・加E· 称名寺・堀 J. 加 B. 安 J.
②③④⑩ 安II.安ma •安 Illb

西光院
II 干場 点在 阿玉台• }JnE •加 B· 堀 ①⑧ 

(F 場）

--~— ① 日蒻晃— f干簗市貝塚町貝塚群の研究予報』昭和57年
② 伊藤和夫・金子浩昌 iT菜呪石器時代遺跡地名表』昭和34年
(3 宍倉昭一郎「貝塚町目塚群の現状とその歴史的意義」 （日本考古学協会埋蔵文化財保護対策委員会 『貝塚町貝塚群と原始集落』）昭和51年④ 千葉県文化財保護協会［干菓県の且塚」昭和58年

文献名
⑤ 柿沼修平はか「草刈場貝塚南側付近採集の遺物について」 （『ふさ』） 2 昭和47年
⑥ 千菜県文化財センター『千葉市荒屋敷北貝塚・谷沖じ・須摩堀遺跡』昭和61年
⑦ 千築県文化財センター『「菜巾慌屋敷貝塚』昭和51年
R 千集県都市公社『千菜市荒屋敷貝塚』昭和49年
R 千薬県文化財センター［千菓巾荒屋敷貝塚』昭和53年
⑭ 千葉市教育委員会 T千葉市史史料篇.lI 胎和51年



砂泥性の海成砂屑と同質のものと認めら机る。砂／悟の近くには炭火物を多岨に含む厚さ 5cm旧

後のうすいi尼炭暦か非常に広い範囲で堆積し、この咽や砂屑直［の混」」1)菌には閃山式や黒浜

式の士器の破片が含まれる。貝層はハマグリ・マカキ・ハイガイをエとするもので、その厚さ

は 1.5~ 2.5 mを(illり、この巾に焼けた貝プロ yクや灰圏か複雑に介人し、全体として帯状に

堆積し、しばしば赤褐色の酸化鉄か付普する。貝暦中の遣物の出十状況を見ると、土器は下部

から卜部に関山・黒浜・諸磯a • b • c ・浮島 1.[I．lli.九領か台・下小野かはほ間断なく

続く。しかし、これらの土器と石器の母は発掘面桔の割には極めて少なく、しかも上器ははと

んど小破片で完成品はなく、石器はすり石・砥石・たたき i」•石 1|ll といった調理りII工具か多く、

上掘り具と忠われる斧形石器はあるか、利器はない。歌・魚骨は豊富で灰層中に多い。このほ

か小型の目然右か大情に含まれ、貝層の卜部から中部にかけて多く出土し、りD熱を受けている

ものか多く、 「貝屈中に何ケ所となく堆積する焼貝層や灰屑の存在を考えると、当時海岸てあ

ったと忠われるこのJ吉］辺て、頻繁に火か焚かれていたことか想像されるーという。報告者は以

上の諸点から、具層か帯状に堆栢するのは「海水の「・満によって、当初はフロック状に柁て

られた貝図か、しだいにならされて平らになったものであり、目層や出土遺物に付着した酸化

鉄も同様の所産と考えられる」とし、この貝塚の礼格は集落遺跡てはなく、獣類や魚貝類の捕

獲、採集の拠点であろうことを示唆している。 (t123) 

筆者は、この貝塚か標高 4~ 4.6 mの海成砂層上にあって、貝屈の厚みか 2m前後もあり、

しかもその堆積状況か海水の流入によって変化したことを想わせる帯状であること、貝層の中

に縄文前期前半から中期初頸にかけての土器か、はは時代順に含まれていること、貝屈中に何

ヶ戸斤も集石炉の存在を暗示するところかあることなどを総合すると、都川の下流地帯にあった

であろう古千菓湾の成寸と海進の状況が、本貝塚の貝圏の中に可視的に凝縮されている希少な

遺跡であると哩解すべきものと考えている。この点に関しては、いすれ別項で述べることにす

る。

次に、亥昇丘陵には矢作貝塚と亥鼻貝塚かあるっ矢作は標高27m、堀之内式期に貝暦を伴な

う馬蹄形貝塚で、採集上器は茅山・語磯・加曽利 E. 堀之内・加凶利 B· 安 1i·I·II•fila. 式

である。 （註24) 亥鼻は標高約20m、堀之内・）Jll曽刊 B式を採隻する地点又は点存貝塚と患

われるか、千葉城の構築と明冶切期の土砂採掘によって削平された部分が多く、仰かに貝殻の

分布を残すだけで、詳細は不明である。

都Jilの下流周辺には、この外に点在貝塚として姥ケ作と北原がある＂姥ケ作貝塚は貝塚台地

の東側の谷向うにあり、阿玉合． /Ju曽利 E式期、北原貝塚は混品台地の内側の谷婆からやや離

れた地点にあって、茅山・浮烏・ 1JU皆利 B.安行 I• II式を採集するが、主体は後期である。
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1.草刈場貝塚 2.向ノ内貝塚 3.荒屋敷西貝塚 4.東辺田貝塚

s.荒屋敷貝塚 6.台門貝塚 7.姥ケ作貝塚 8.車坂遺跡 9.新堀込南貝塚

10.草刈場東貝塚 11.貝堤貝塚 12.貝殻後貝塚 13.西光院貝塚

第 5図貝塚町貝塚群
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註 1 丁葉県文化財センター I千葉市中野僧弧堂遺跡J昭禾U52年

註 2 中野僧御堂遺跡出土の貝類は現在千菓県房総風土記の丘博物館に保管されており、筆者は平成元年同団物誼学芸

課長岡川宏遵氏のはからいで実見し、日類かチョウセンハマグリ・ハマグリ・ダンベイキサゴ・ンオノキ・マガキ・オキ

ソジミであることを知った。ここに便宜を与えられた岡）1|氏に謝、意をよする。

註 3 田中英世「千葉市八反目台貝塚」 （『加曽利貝塚博物舵記要J)11 昭和59年。この中に宮ノ台遺跡に関す

る記事かある。

註 4 川戸彰「野呂山田貝塚」 （『印痛手賀」）昭和37年。千英市教育委員会 r-f築市野呂町誼路拡幅工事に（半tょう遺

跡確認調査昭和51年

註 5 学習浣高等科史学部 「薯田高田貝塚」昭和30年。

註 6 千菓巾教育委員会「千菜巾埋蔵文化財分布池図改訂版附篇」咀和59年

註 7 前田潮「千葉県多部田貝塚出上遺物遺体」 （『た塚考古』） 5 昭和39年

註8 千葉市教育委員芸「フフウデン遺跡発伺調杏報告書I (I「干菜市文化財翡査報告第 1集』）哨和51年に記載

する。

許 9 加曽利貝塚博物館「n□曽利目塚」 ［ 昭相42年・ lnJ『}JlJ曽利貝塚」 Ill 昭和45年・同『加曽利貝塚』 1V、昭和46

年・「加曽利貝塚東傾斜面第 5次発掘調査概報J(「加曽和」貝塚博物館紀要』） 8 昭和57年

註10 加曽利貝塚博物館 1=1JD酋利貝塚」II、昭和43年・同『加曽利貝塚博物館紀要』 6 昭和56年

許11 「附'¥045• 46年度加曽木rJ貝塚東傾斜向遺跡限界確認調否概報」 （『加曽刹貝塚博物館紀要』） 6 昭和5団勺昭

和47年度加曽利南貝塚束傾斜面発据潤百概報」 （徊l記要J)7 昭相5釘三

註12 久保為晴 I-千葉県干葉郡築池台貝塚」 （日本考占学協会『昭和25年度日本考古学年報』）昭和30年・千葉県文化

財センター日こ葉市築地台貝嫁」昭和53年

註13 千菓県文化財センター「六通貝塚貝暦範囲確認凋杏」 （田f究連絡誌J)18 昭和61年

註14 後藤和民・庄司克 I千葉市平山町菱名貝塚凋査概報」 (『/]D曽利貝塚博物館紀要l)2 昭和44年

許15 千菜市『千葉市誌』昭和2極じ

註16 千葉市教育委旦会 f千菓市源町餅ケ崎遺跡発掘凋査予報」昭和55年・千築市文化財調五協会『千葉巾餅ケ崎遺跡JI

昭和63年・横日正美「柄鏡形仕居址とその遺物について」 （「加曽刊艮塚博物館紀要』） 9 昭和58年

註17 阿部分郎［「葉市殿台町殿台貝塚出土の造物について」 (mt]着利貝塚博物館紀要』） 8 昭和57年

註18 後藤和民・庄司克「すすきlり遺跡発掘凋歪概報」 （「加曽利貝塚博物的杞要1)5 昭和47年

許19 宍倉昭一郎「廿五中南遺跡I(［日本考占学年報』） 24 昭和48年・束寿山遺跡群発掘調査会 1千葉市東寺山遺

跡群発掘調査報告書」昭和4駁E

註20 寺門義範縄文時代前期後半の一資料」 (r}Ju曽利貝塚博物館紀要』） 12 昭和60年

註21 「葉県都市公社 1京菓」昭和4罹ト

註22 千菓県立千菓第一高等学佼郷上研究邪「千菓市都町字向ノ台貝塚の発掴に就いて」 （『かつらぎ』）復刊号、昭

和22年・千葉市「千葉市誌』昭柑28年

註23)士司克「「葉市都町宝導寺台貝塚発掘謁百概報」 （『加曽利貝塚博物館記要J)3 昭和4詞三

註24 武田宗久 1下総国矢作貝塚発掘報告」 （「考古学』） 9巻 8号 昭中ll13年・千葉県又化財センター『千葉市矢作

貝塚」昭和56年
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i8) 亥鼻丘陵西側と浜野川沿岸

東に都Jllの支流仁戸名川、両に東点液の海岸平野を望む亥-呂丘陵は、古干菓湾に血するあた

りで椋此塁0~27mであるか、南東に行くに従って次第に高度を増し、浜野川の上流縁辺の臼地

から村田川の北庁ては40~5Dmに逹する。この丘陵の西側を至食する樹枝状の谷々の縁辺に立

地する貝塚と貝ブロノク遺跡の分布を概観すると、粽高の低い北半部には小規模なものか散在

し、南半部では大小さまさまな規模の遺跡か多く、特に浜野！IIと村田川に挟まれた周辺の台地

に濃厚である。

ます」じ半部を見ると、千葉寺町の小支谷に稲荷山と鷲谷津の点在に塚かある（，稲荷山は諸哉

式を主とし、鷲谷津は堀之内・加曽利 B式期てある。宮崎町支谷に血するオクマンノ貝塚は茅

山式の点在貝塚、今井町の小舌状台地にある狐塚は堀之内・）Ju曽禾IJB式期の地点貝塚、赤井町

支谷に面する点在貝塚の雉ノ宮は堀之内式期、生実町の小支谷の挺にある大覚寺山脇貝塚は堀

之内・加曽利 B式期の点在貝塚てある。ただこの小支谷の開 □部の東側の舌状台地にある森台

貝塚は、半月形の貝層が 2ケ所にある馬蹄形貝塚で、ハマグリ・アサリ・シオフキ・イボキサ

コなどか多い。採集土器は、鵜ケ島台・茅山式を僅かに含むか、主体は堀之内• →/Jn曽利 B式で

ある。

南半部では、浜野川の水源をなす通称赤塚谷の泉谷の縁辺台地に密集する。昔はこの 2つの

谷奥には豊富な湧水池かあって、そこから流れ出る水は南生実町と椎名崎町との境で合流し、

南生実町字神門の低晟地を西進して束点湾へi主いでいた。つまりこれか浜野JIIの本流である。

ところか慶長年間 (1596~1614)向半部の海岸平野一帯の潅漑用水を確保するために、村

田川の水を導く人工水路（通称草刈堰）を造った。このため現在は字神凹と浜野）iiとの間の自

然の水路かほとんど消滅に近い状態になっている。 （註 1)

さて、赤塚谷の北岸には標高30~37れの地点に鎌取場台貝塚・向一重堀遺跡・上亦塚貝塚か

あり、南止には有占北貝塚がある。また、泉谷津ては、湮高40~42mの地点の北岸に有吉貝塚

有吉城跡遺跡・大井戸作貝塚、南岸に木戸作貝塚かある。

本稿てはこれらの遺跡と村田川 1釦止に分伯する貝類を包含する遺跡を 1千葉市東南部～市原

市北部の貝塚・貝ブロックを含む遺趾」と題する 覧表にまとめて、それらの規模・貝層・貝

ブ0 ノク形成の時期・採集した上器の形式を掲ホすることにしたし従って以下に記載する遺跡

は特に補足説明を要するものに限定した。

南―屯堀遺跡の発掘報告によれば、採集」一器は稲荷台ェいと加曽禾IJE式か士体をなし、遺構は

黒浜式・阿土台式仕居址各 1軒・加曽利 E式仕居址数軒と土凋 6基かある。このうちの 1基は

加曽利 F，式期で、イホキサゴを多量に含む旦フロ、ノクか検出された U は主 2) また、有吉北貝

塚は全面積の約 3分のどを発掘した結果によれは、規校は長径 13[）～短径 100m の点在馬蹄

形を呈し、貝層は台地上と剃向にあり、貝屑形成の時期は）Ju曽利 E式直前から）JU曽示ljE Ill式期
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にかけてであるという。なお早期木菓の炉穴群も検出されたが、貝ブロックを伴なうものは皆

無であった。 （註 3) 有吉城跡遺跡は、戦国時代に後北条氏の築城にかかり、里見氏との攻

防戦か展開された戦場でもあるだけに、縄文時代の遺構の大部分は破壊されていたようである。

発掘報告によれは、早期終末の条痕文上器を伴なう炉穴群と上痰群か発掘された。このほか時

期不明のハイガイ・カキを伴なう上渡かあったという。 （註 4) 木戸作貝塚は後述する小金

沢貝塚とともに全面発掘された点在馬蹄形貝塚で、長径 140m、短径 110mの規模をもち、

7つの地点貝塚によって構成され、その分布は台地縁辺から北側の斜面にかけてである。貝層

に堆積する大部分は堀之内 I式期という短期間に形成された。木貝塚の貝類はイボキサゴが1T:

倒的に多く、次いでハマグリ・シオフキ・アラム、ンロ・ウミニナなどの内湾の砂質底に発達す

る潮間帯から水深数m以浅に生息するものである。このことから、発掘報告者は本貝塚が「営

なまれていた当時、泉谷津と亦塚支谷との出合付近の海域に生息していたものであり、これら

の貝類を採取するために、遺跡から西へ約 1キロ下る必要があった 」と推定している。（註 5)

神門貝塚について

本貝塚は、赤塚谷津と泉谷津を流れる水か合流する地点から西へ約 700m、 木戸作貝塚か

らは直線距離で約 1.6キロ下流にある低湿地の地卜深く埋蔵されていた早期後半から前期の貝

塚である。この貝塚発見の動機は、昭和50年から千葉市東南部の南生実・有吉・大膳野・大金

沢・小金沢・椎名崎・憲岡等の各町一帯約 605ヘクタールに、 「おゆみの」と称する住宅団地

を造成する事業に伴なう排水上事と束京湾岸部を結ぶ計画道路を建設する計画に基づき、千菓

県文化財センタ ーか、昭和60年に遺跡の確認調査を実施中に発見したものである。発掘調査は

排水丁月事部分を千葉県文化財センターが昭和60汀 6月～同62年 3月まで、隣接する北側の道路

予定部分を千薬市文化財調査協会か昭相62作 6月～同63年 3月まで実施した。この結果、千英

県文化財センターが行なった予備謁査（昭和60年 6月～同61年 3月）の報告は、昭和63年 3月

遺跡概念図

第7図 千葉市南生実町神門貝塚（寺門義範原図）
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発行の『千葉市浜野川

遣跡群』の中に収めら

れているが、木調査の

報告は発行されていな

い（平成2年2月現在）。

けれども、本貝塚の重

要性に鑑み、本稿では

丁葉県文化財センター

と千葉市文化財調査協

会が今日までに発表し

た諸資料を総合して概



千葉市東南部～市原市北部の貝塚・貝ブロックを含む遺跡

ー

1
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ー

貝層・貝ブロック形成の時期（推定） 採 集 土器 の 形 成 主要
名称所在地規模

早 前 中 後 晩叩E＝加咽1JE•堀＝堀年•加B司膚木I」B 安玉拉 文 献

大覚寺山協千菓市生実町大覚寺脇 地 点 ー- 堀・加B ① 

謙取塩台鎌取町鎌取場台 点 在 一一一 堀・リnB 0 

貝プロック
岡二直堀止実町 2857-I 他 点 在 ー~ 稲荷台・黒浜・浮島・阿下台・加EI ・ II• 堀③

J::．赤塚南生実町十赤塚 馬蹄形 一一一 茅山・ガOE・ 堀・加B・ 安 I• II 0 

森 台南生実町南生実台 973 馬蹄形 ー一一 鵜ケ烏台・茅山・堀・加B ④ 

有吉化＇有吉町日照田 730他 点在馬蹄形 茅山・中峠・阿王台・加El • 11 ・ill・ N・称 ⑤ 
（日照EB) 名寺・堀・加B.安 J.II 

有 吉 城跡有占町有吉城址 I点 在-貝プ土ロッ—ク 茅山上暦 (5I 

大井戸作有吉町駒見台大井戸作 点 在 ーー一 りDE• 堀・加 B ⑦ 

有（有吉附土） ロ有古町有吉～宮前 点在馬蹄形 " tJoEJ•II• 堀 l • II ・加B (2)④⑦ 
↓ --

木戸作惟名崎町859 点在馬蹄形 一ー~ 加E・称名寺・堀 I・カnB R 

鵜か島台·茅山・花積下居•関山 I· II• 黒浜・ 浮島 ］・諸磯a'
神 門南生実町神門 740他 地 点 ．b. C.十三酌是 ・脚津・阿玉台・ n□EII ・堀I.加B]’ ⑨

. II・荒海

小（堂金面沢） 小金沢堂面 929-4 他 点在馬蹄形 一 茅山・黒浜・りOEIV・堀 J• !JU B ・安 I• lI R 

六 通小金沢町六通 332他 馬蹄形 I 。堀IllaJ. ・ IliIIc .加 BI·Il·III ・ 曽谷 •安 J. Il. ⑭ 



六通 全 山 大金沢向田西 480他 点 在
貝プ0ック

茅山・加Eill•N ⑫ ， 

l 

野田小谷 誉田町野田字小谷 ‘LJ ‘卜‘←‘ 在 阿玉台 ・ガ「iElll• 加 B ①⑦ 

誉川 高 田 高田町冬寒台・中芝・ 貝塚 馬蹄形 l )JUE ・堀・加B.安 I.JI ⑬ 

大膳野北
大膳野町大膳野 点 在 l一・ ． 加E.堀・加B ②④⑦ 

（大膳野）
---

I 
大膳野北 大盆沢町 543-2 他 在

貝プロック 茅山上層・ 黒浜・諸磯a ·b ・浮島・典津 •}]D
点 l 

E II • Ill ・加BII・千網・大凋AI 

1fJ 

大膳野南 大金沢町オケ ラ台 馬蹄形 諸磯・加E・ 堀・加B ②⑦ 

'~ 

杉 ノ 台 中西町中西台 ‘占‘‘‘ 在 加B ② 

,17ー

草 刈
市／原市

馬蹄形 1,  早期・甘lj期．勝坂・阿玉台・中峠・ 大木8a ・ 
⑮ 

草刈字下切付他 曽利・加EJ•H·ill

西鹿ノ原 番場字鹿ノ原 地 点 一I — 阿玉台 ・ガ□E ④ 

！ 
i 

: !JOE・ 堀・ !JOB・安 I多竜台 喜多字多竜台 ti95他 馬蹄形 ④ 
l I 

福 寿 院 I，菊間字深追 地 点 I縄文 ② 

北野谷 1菊間北野谷貝塚台 地 点 縄文 ② 

小幡神社 菊間字雲ノ 境 地 ‘占‘‘‘ I 縄文 ② 

徳 永 菊間字徳永 地 点 I 縄文 ② 

辰己合 大漑字辰已原他 ’占‘‘‘ 在 I ? 堀？ :0⑦ 

＇ 

門 則̀.~ 門前 1116他 馬蹄形
i 

I 加E.堀・加B ④ 



手 永 I菊間字手永 21371也 I馬蹄形l I H 堀・加B.安 ［ 
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要を記するにとどめ、いずれ項を改めて私見を述べるつもりである。

神門貝塚は、その北側にある標高IOm前後の洪積世台地から南へ約 300mほどはなれた水田

面下にある。地形は台地の裾部から本貝塚の方向へゆるやかに傾斜する。千葉巾文化財調査協

会が行なったホーリング凋査によると、貝塚の位置は、台地の裾から南東方に突き出た砂州の

内側にあって、貝層の分布範囲は南に狭く北方に広かった不整三角状を呈し、総面積は約 500

吋と推定される。このうち、千菓県文化財センターか調査した部分は南端部約35吋、千葉

市文化財調査協会はこれに隣接する北側部分 215面であるから、残りの約半分は未調査地区と

なる。

水田面の標高は、県文化財センターの部分で 6.60m、千葉市文化財品査協の部分で 6.70m 

を測る。この地下を 2.10~ 1. 7 0 mほど掘り下けると上部貝暦のJ-面か現れる 。 両調査区内に

於ける貝層の最大東西幅は29m、南北幅は I5mで、貝層は東西の力向にレンズ状に堆積する。

貝暦の厚さは北側の中央部で 2.1mである。下部貝層は千葉県文化財センターの部分には存在

せず、千葉市文化財凋査協会の部分から未調査区域の部分にわたるものと推測される。千葉市

文化財調査協会の部分では東西幅24m、南北幅 8mである。貝層の厚さは 10~20crnの層と 10cm

あまりの層との 2枚からなり、この貝層の上部・下部および周辺部では植物痕や水流などによ

る撹乱がみられる。下部貝層の低面は標高 2.10mを測り、その下にうすい緑灰色、ンルト質細

粒砂層があって、その下に砂層か｀ある。

上部・下部貝層の組成はいずれもハマグリを主とし、ハイガイ・マガキ・アカニ、ンなどで構

成され、純貝暦も誌められるが、全体的には混貝砂層ないしは混砂貝層からなり、その多くは

表 6.

標 高 千葉市文化財調査協会 千葉県文化財センター 時 代

地表面（水田面） 6.7 0 m 6.60 m 現 代

弥 生・古 墳

古 代・中 世

上部貝層上面 5 0 0 m 4.5 0~3.9 0 m 
縄 文

則~. 
期

土部貝層底面 2.9 0 m 3.5 0~3.4 0 m 

シ’ ｝レ 卜 層 2 6 0 m ？ 

下部貝屑上面 2.4 0 m 

／ 縄文早期後半
下部貝層底面 2.1 0 m 

緑灰色、ンルト質細粒砂層

砂 層
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破砕の極度に進んだ旦圏である。貝層中には、炭化物・灰・熱を受けた貝殻を含む層もあり、

おおむね水平に堆栖する。貝雇中からはイノシ、ン・ニホンジカ等の獣骨やマダイ・クロダイ・

イナダ・サバ類・コチ・ヒラメ・スズキ・サメなどの魚骨が少なからす出十する J 特に上部貝

屈中からはイルカー頭分の解体けと思われるものも発見された。このはか十器・石話・流木・

植物遺体（ドングリ・クルミ・ヒョウタン） ・木製品・栢物製品などかある u 貝暦中の土器は

下部貝層に鵜ケ島台・茅山式が含まれ、上部貝屑に花積下層•閲山 I • 11 ・黒浜・浮島 T.諸

磯a ・ b • c ・+-．菩提．輿津式か含まれる n

遺構は集白跡と集石炉跡である。このうち集凸跡は、下部貝届に伴なう砂州卜にあるもの 3

粘、上部貝暦に伴なう砂州上にあるもの45某、上部貝暦中にあるもの 1基である。集石炉跡は

上部貝屑に伴なう砂州卜にあるもの 1基、上部貝邑中にあるもの 3基である。もっとも、 『千

葉県文化財センタ一年報』 12に報告された集石朋22拮の中には「届外炉の可能性か強い」もの

かある由であるから、実際の悲数はかなり変動かあるものと息われる。

いずれにしても、神門旦塚の発掘調針によって、早期後半から前期の時代の海痒線かこの砂

州のすぐ虹くにあったことか明確に立証された。そしてこの時代の周辺の海の目然環境は、ハ

マグリ・ハイガイ・マガキなどか多く生息する淡水の流入する沙泥底の内湾であった。この）月

辺に集まった人々は、この砂州や時には彼等が捨てた塵介の上で、捕座・採集した獣類や魚貝

類を調理するために、海辺に打ちあげられた小石を集めて加熱し、頻繁に蒸し焼き（石蒸し調

理法）にしていたのである。

註 1 千葉市教育委員会『千葉市史近世近代篇」昭和49年

註 2 千葉県文化財センター「南―重堀遺跡 I(［千葉東南部ニュータウン』） I2 I桁和58年

叶3 L守秀明 I遺構内堆積貝塚のもつ意味1てついて」 （千葉県文化財センター『研究浬絡誌J15 昭和6]年 ・

ト守秀明・小宮孟［千葉県千葉市有吉北貝塚の調杏J(『日本考占学協会第53回総会・研究発人要旨J)昭和

62年

註 4 『房総里見軍記！巻13・「葉県文化財センター「馬ノl」遺跡・有吉堀勁：・臼鳥台遺恥」 （『「葉東南部ニュー

タウン』） 15.昭和59年

註 5 千葉県文化財センター「木戸作遺跡（第2次）」 （『千葉東南部ニュータウンj) 7 昭和54年・ 小宮孟

「貝塚定魚貝類の解析と課題ー「葉巾木戸作貝塚の資料を中心として］ （臼灼県文化財センター！研究紀要』

6 昭和 56年
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神門貝塚の集石跡と集石炉跡

名称 場 所 枯数 規 模 構成 特徴 時 期 負 料
. 

構成礫は小さい炭化物を伴う
黒浜～

「千薬県文化財セ
上部貝／曾外 22 4ヽ 升七IJ ものがある。炉J:1位の可能性あ

諸磯式
ンタ・一年報』 12.

り 昭相62年
------

下部貝暦外 1 180X120 cm 焼石 105. 土器 2. 炭 条痕文

99 1 120X 40 焼石22 II 

‘’ 1 150X 70 焼石20.土器 l 9/ 

日部貝層外 1 lOOx 70 焼石 115 花梢下層式

” l 60X 40 焼石10. 骨 2. 種子• " 

" l 170X120 
焼石 7. 土器31. 材 4.

" 種子10.骨28
II l 2oox1so 焼石67. 土器4. 炭 9/ 

II 1 150X 60(+) 焼石48、種＋2, 炭 黒浜式

II l SOX 60 焼石51, 土器 l 花積下層式

99 1 120X 60 焼石40. 炭 " 
II 1 80x 40 焼石33、材 1。種子 2. 炭 9/ 

集石跡 II l lOOX 50 焼石23 i II 
， 

II l 70X ~0 焼石 5, 種子 6 黒浜式

II 1 60X 60 焼石38. 土器 1≫炭 花積下層式

上部貝層中 1 130x 60 焼石 39Q 土器 l 黒浜式

上部貝層外 1 200X200 焼石55．土器2. 種子ふ炭 化積下層式

99 1 90X 80 焼石93. 土器 l，種子 4 黒浜式

99 1 90X 90 焼石 149材 1. 炭 ” 
II l 50X 30 焼石 7 II 

99 1 llOx 70 焼石39. 土器 l 99 

II l 75X S5 焼石93. 炭 3 ” 
II 1 35x 30 焼石71，土器 1.炭 8 関山且式

II 1 80X 50 焼石49ふ骨 鸞浜式

II 1 55X40X 5 焼石23._l器 前期末 寺門義範「千葉市
- --

神門遺跡の調歪」
上部貝屑中 l 70X45X 7 焼石51. 灰 花積下層式

（加曽利貝塚塚博

" 1 70X20X 6 焼石17.灰 99 

物館『東京湾冶痒
集石財弥

/I 1 90x90XlU 焼石 148 灰 浮島 I式 の早•前期貝塚』）

上部貝屑外 1 80X 80 焼石75. 丹1.灰 化積下層式 昭和64年

註貝膀外＝砂州

-21 -



(9) 村田川沿岸

村1+l川は、千葉県長生郡長柄町味庄の標高約 130m付近に源を発し、しばらく北流して、十

葉市大木戸付近から西に方向を転じ、千栞・市原両市の境を通して東京湾に沖ぐ、延長約22キ

ロである。この河の木支流沿岸の台地に分布する縄文時代の貝塚は11ケ所、貝ブロックを包含

する遺跡は 3ケ所で、このうち貝プロック遺跡の 1ケ所のみが、上流地域の一画にある千葉市

大椎町東台に発見されている。

東台遺跡は、 このあたり周辺約 300ヘクタ ールに 「あすみが丘」と称する住宅団地の造成

に伴なう遺跡の調査によって判明した。遺跡の位怪は大木戸から東南に侵人する村田川の支流

の南岸に面す る標高 86.05~ 88.70 mの台地である。いまだ発掘報筈書に接しないか、｝卦辺一

帯と隣接する 「昭和の森」公園にかけての遺跡群を記載した発掘報告によると、このあたりに

は早期前半から前期にかけての遺跡が濃岸に分布する c 特に関山式期には数ケ所にかなりの集

落が存在していた。このことは「昭和の森」公園内にある関山式期の辰ケ台貝塚の周辺に、 同

時期の大型住居址 1軒を含む12軒・住吉遺跡の 1単f• 東台遺跡の 12軒なとの発見によって実証

される。ただ、辰ケ台の立地は、几十九里海岸に注ぐ南白亀）IIの支流小中川の水源近くにあり、

住吉は村田川と小中川の分水点付近にある点か束台とは異るか、両直跡と東台の距離は約 2キ

ロ前後にすぎない。しかも辰ケ台貝塚の貝類と束台の遺構中に入っていたと伝聞する貝頬に外

1.北河原坂第 1遺跡 2.南河原坂震 S遺跡 3.南河原坂第 3遺跡

6.辰ケ台貝塚 7.住官漬跡

算 8図 村田川上流地域における関山式期遺跡の分布
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東台遺跡周辺の縄文遺跡

遺跡名 所在地 採 集 土 器 備 考 文献

東 台 千葉市大椎町 茅山・花積下層 •関山
貝ブロック

① 
関山式期住居址

辰 ケ 台 千葉市小食土町 花栢下廣•関山 ·)JUE
I ＇ 貝塚

②(3) 
関IIJ式期住居址

北河原坂第 2 ” 田戸下属・ 茅山•関山 ① 
i 

南河原坂第 1 99 三戸・茅山•関山 ① 

南河原坂第 5
三戸•関山・黒浜・諸磯a ・b・浮島m．興津 ・ 三戸式期住居址

(1) ／／ 

下小野 前期住居址

坂 ノ 越 II 二戸・野島 ・茅山 ① 

文 六第 1 千葉市大椎町
稲荷台・三戸・鵜ケ島台・茅山・諸磯・浮島 ・

① 
加E

文 八第 2
井草・野烏 ・三戸 ・鵜ケ島台・茅山・諸磯・ 浮

① II 

島・阿t台

大唯第 2 99 田戸下層・ 茅山•関山 ① 

井卓・旦島・田戸下圏・田戸上層・茅川下層・

住 土 丁葉巾小食土町 茅山上層・花積下層•関山・ 浮島 ・加 E •堀之 関山式期住居址 R ロ

内
`— • -

① 「英市土気地区遺跡誨査会『T葉市土気地区埋蔵文化財凋査報告』 I.昭和55年

文 献 ② JII戸彰『辰ケ台貝塚発掘報告J昭和40年

③ 干菓市文化財調査協会 『千葉市辰ケ台・住吉 ・東住吉遺跡』平成元年
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千葉巾 貝廂・貝フロックを含む遺跡一覧表

No. 県埋文分布 貝層・貝 早 月IJ 中 後 晩

通しN(1翡謂 地図 No.
プロックを 所在地

期 期 期 期 期
七器の型式

含む遺跡

1 56 24 41-1214 愛 生 愛生町 称}JU名曽寺利EII ・加曽利F、Ill.

1 57 25 41-188 餅ケ崎 諒町 297他 井草 I• II• 夏島・稲尚台・
田戸下暦・鵜ケ島台・茅山・

中峠・曽利・加曽利EII • 
W ・称名寺・堀之内• /J□曽
利B.安行 I

158 26 41-194 殿 台 殿台町 298他 黒浜 ・リロ胄利 E• 7JD曽利B

I.安行 I• JI • III a 

159 27 西寺山 源町内寺山 加曽利E•堀之内

160 28 11-200 北前原 源町源1J¥'.字」頃り胆 井草・加曽利 E・称名古

161 29 41-189 すすき山 椋lllJすすき山 茅山 •7JO曽利 Em ．堀之内

162 30 殿台前 殿台町殿台向 加曽利E•堀之内・加曽和JB

163 31 41-264 東 寺山 束寺山町宮街道・ 阿玉台・りn曽利EI • II • 

本郷 堀之内・加曽利B.安行 I

164 32 41-247 東寺山南 東寺山町稲毛台 i 

一
阿玉台・加曽利E

⑮毛台東）

1 65 33 41-205 廿五里北 源町 851他 ＇ 加昏’f1JE il • III• 堀之内 l

加曽利B.安行

166 34 41-290 廿五卑南 源町廿五里840 阿玉台・り0曽利EI • II • 
ー］

（廿五里） 堀之内・加曽利B

167 35 41-291 北 原 高品町北原

一
茅打山J.・浮1I島・加曽利B•安

168 36 ! 41-244 宮渦品第腰1) 高品町宮腰 浮島・加曽利E

169 37 41-350 貝 堤 高品町 901也 茅山・諸磯a・b ・c ・•浮加島曽和I 
II •川・典津・阿玉台 l 

（東田） E ・加曽利 B• 安行 I

170 38 41-273 単刈場 貝塚町木戸作 ；一 加留利E・ 堀之内・加曽利

B-'女行 I.]J．IIIa• Ille 

黒浜・浮島・下小野・阿玉

台・称名寺・堀之内 I• IT 

171 39 11-275 向ノ内 貝塚町向ノ内・ 阿干台 ・加曽利E・加曽利

（草刈賜南） 尻籠 l 
B.諸磯a ・浮島・堀之内

I • II ・安行 I• II• ill 
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（太線に貝層・貝プロソクの形成時期）

規 模 備 考 主 要 文 献

地 点 消 戚 附和57年加曽利貝塚博物館調査

T菓市教育姿員会『千葉市椋町餅ケ崎遺跡発掘調査予報」昭和55年

貝プロック 発 掘

点 什 横田止芙「柄鏡形住居址とその遺物について一千菓市I原町餅ケ崎遺跡」
消 威

(『）Ju曽利貝塚博物館記要J)9. 賠和58年

馬蹄 形 一部（甘威 干阿薬部市万R附教I5和育［5委千7年葉員会市殿『1台慕町市殿台史具史料塚編出＋l』の遺昭柑物5に1年ついて」 ( r貝塚博物館紀要J
8) 

- - -

偵藤和夫・金f浩昌 J千干菓県石器時代遺跡地名表』昭和34年
地 、Kピ、 消 滅

千桑市赦育委員会「千菓市史史料編』 I 附禾□51年
貝地プロソ点ク 消 滅

一一

（『貝塚博物館紀要J)5 すすき山遺跡の報告の第 1表にある c

，点在貝ブロク
仁

価 後藤和民・庄司克「f直羹喘和市i正原町す「縄すき時山遺代跡中発末掘調期臼概報」 （［様貝塚相博物館r貝紀フ

消
塚要博」）物5附和47年 口美 文 期 における文化 」（

馬 蹄 形 滅 館記要」）8 附 57年
l 

占ヽヽヽヽ 在 消 威 1屎市教育委員芸『千葉市史史料編』 I昭相51年

保存•発掘 東寺山遺跡群発掘渦杏会 l千葉巾東寺山遺跡群発掘調自報告書1昭和45年
馬蹄形

干 壊 干菜市教育委員会『干菓市史史料編JI昭和51年

千葉呪文化財センター『昭和56年度発掘された遺跡展一丁葉巾東寺山遺跡1昭
点 仕 乎 壊 和5 6 年県

千葉 文化財保護祝会『丁葉県の貝塚1昭相58年

発 掘
馬蹄形 千葉県教育庁文化諜 I干葉県埋蔵文化財発掘凋杏抄報』昭和58年

一部泊 t威

発 掘 日本考古学協会［日本考古学年報］ 24昭相48年
馬締形

半 壊 千葉県教育庁文化課『千葉県埋蔵文化財発掘調査抄報j昭柑58年
-- •一·―

点 在消 滅 千葛市教育委員会『千葉市史史料編』 I昭和51年
---- -- --・--------

‘占‘‘‘ 仕 消 滅 千柔巾教育委員会『「葉市史史料編』 I刷和51年

L也 点 ［餡、和葉四義巾教範育Iを干員菓会市東『千旧葉遺跡巾出史史十ー料の編資j翠斗l在罰礎にD5し1年て」 （ 『貝塚博物館紀要』 ） 12 

60年

｛加藤札大・命 fが；呂［干菜県石器Jてしイし堂跡地名表J昭相34年

保存•発掘 宍倉昭一郎「貝塚IIIJ貝塚群の現：I大とその歴史的意義」 （日本考古学協会埋蔵文
馬蹄形

半 壊 化財保護対策委員会『貝塚町目塚群と原始集洛JI昭和51年

T葉県文化財保護協会 I~丁葉県の貝塚」昭相58年

柿沼修fはか「り刈湯貝塚南側付近採梨の遺物について」（』ふさ』 2)昭和47年

宍倉刷一郎「貝塚町貝塚群の視状とその歴史的意義」 （日本考古学協会埋蔵文
点 在 半 壊

化財保護対策委員会』貝塚町貝塚群と原始集落J附和51年

千集県文化財保護協公『千菜県の貝塚J賠和58年
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Ntl 県埋文分布 フ貝ロ層ッ ・貝 早 則• • 中 後 晩

通し市町 地図 No.
クを 所在地

期 期 期 期 期
士器の型式

N(l 村別 含む遺跡

172 40 41-355 荒屋敷西 貝塚町貝塚向 関山・浮島．典津・諸磯 a

I 
• b.黒浜・加曽利E.安

行II

173 41 西光院 貝塚町花辺田 阿玉台・加曽利E・加曽利B

（干場）

174 42 41-274 貝殻後 貝塚町貝殻後 岡玉台・加曽利 EI·ll•

加曽利B

175 43 41-346 東辺田 貝塚町東辺田 夏島・黒浜・浮島・阿玉台・

疇敷北、） 加曽利EIV・称名寺・堀之

内 I.加曽利B.安行 I.

安行II

176 44 41-349 荒屋敷 貝塚町畑中 黒浜・諸磯a ・浮島・五領

ケ台・阿玉台・勝坂・加曽

利EI・Il・ill・IV・ 称名

寺・堀之内・加曽利B•安行

177 45 41-348 台 門 貝塚町台門・ ?・ 阿玉台・加曽利E•堀之内・ JJ□

殿作
曽利B•安行 J. Illa. Ilib. 
黒浜 ・五領ケ台・称名寺

178 46 41-347 姥ケ作 貝塚町姥ケ作 1 - 阿玉台・加曽利Em. W. 

堀之内

179 47 41-371 車 坂 貝塚町 1351他
1 

諸磯・浮島・阿玉台・加曽
利E・ 称名寺・加曽利B

181 49 41-365 木戸場 都町 1丁目47他 夏島・浮島・諸磯a • b 

182 50 41-676 野呂山田 野呂1Bj山田 669 加曽利Ell・ 堀之内・加曽

-1-2 利BI • Il ・安行 J.Il. 

illa ・ illb 

183 51 41-632 多部田 多部田町貝殻作

一
堀之内 J.l].加曽利BJ 

11 • Ill ・安行 I・ II 

185 53 北止谷の台津） 北谷津町ヒノ台 阿玉台・加曽利E•堀の内

186 54 41-301 中 薙 小倉町ffil-9他

一
加曽利Elil・IV

187 55 41-417 蕨 立 千城台西町蕨立 阿玉台・ JJu曽利EI • II • 

堀之内
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規 模 備 考 主 要 文 献

点 在 半 壊 併藤和夫・金fi告昌『干菓県石器時代遺跡地名表j昭和34年

宍倉昭一郎「貝塚町貝塚群の現状とその歴史的意義J （日本考古学協会埋蔵文

化財保護対策委員会「貝塚町貝塚群と集落』）昭相51年

「葉県文化財保護t侶会 f千葉県の貝塚J昭和58年

‘占‘‘‘ 在 干羹市立高校社会研究クラブ r殴川流域遺跡分布調倉概報』昭相46年

千墓呪文化財保護協会『千葉県の貝塚』昭和58年

点 在 発 掘 干薬県文化財センター「千葉市荒屋敷貝塚j昭和53年

一部残存 干葉即文化財保護協会『干葉県の貝塚』昭和58年

9占ヽヽヽ 在 発 掘 宍倉BH•郎「貝塚町貝塚群の現状とその歴史的意義」 （日本考古学協会埋蔵文

一部残存 化財保護対策萎員会『貝塚町貝塚群と原始集落』昭和51年

干墓呪文化財保護協会『千葉虹の貝塚J昭和58年

千葉県文化財センタ--「干葉市荒屋敷北貝塚・谷津t・須摩堀遺跡J昭和61年

馬蹄 形 発掘・保存 千葉県都市公社「千葉市荒屋敷貝塚JI胎和49年

一 部 消 滅 千葉県文化財センター ［丁葉巾荒屋敷貝塚』 51年

丁葉県文化財センター『T葉市兌屋敷貝塚』昭和53年
--------- ------

馬蹄形 発 掘 イ升藤和夫・金子浩昌『T葉県石器時代遺跡地名表』昭和34年

消 滅 日暮晃ー「千菜市貝塚町貝塚群の研究予報』昭和57年

点 在 一部消滅 千薬市立高校社会研究クラプ r段川流域遺跡分布調査概報』昭和46年

干葉県文化対保護協会『千葉県の貝塚』叱和58年

戸ヽヽヽ 在 発 掘
干葉県都市公社「京葉』昭和48年

貝プロック 消 滅

点 在 一部残存 千葉市「千葉市品』胎和28年

干葉市教育委員会『千葉市史史料蝙』 I 附和51年

点 在 発 掘 JI|戸彰「野呂山田貝塚」 （千葉県敦育委員会「印屁・手買沼周辺地域埋蔵文化

附調査』）昭和36年

干菓県文化附保護協会『千葉県の貝塚』附打58年

馬蹄 形 発 掘 前田潮「干葉県多部田旦塚出土動物遺1r*1 (（大塚考古』 5) 胎和39年

干葉県文化淋保護協会『千葉県の具塚』附禾058年

附和29年東京教育大学発掘

点 在 一部残存 干葉市教育委員会『干簗市史史料編』 I昭杓51年

点貝ブロッ在ク 一発部残存掘 干葉県文化財センター［「菜市中薙遺跡」昭和61年

点在焦蹄形 発 掘 武田宗久「千葉県千葉巾蕨立貝塚」 （『日本考古学年報J4)昭和30年

消 滅 千葉市教訂委員会『千葉市史史料編』 I昭和51年
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No 県埋文分布 貝唇・貝 早 削・” 巾 後 晩

通し 村市町
ブロックを 所在地

期 期
土 器 の 型 式

No. 団
地図 No. 含む遺跡 期 期 期

188 56 41--,100 さら坊 f城台西さ拉方 塁彗：眉喜闘信 I• II • 

187 57 41-376 台 坂月町 170 加曽禾I」E•堀之内・ 7J[P和lB

（詞台）

190 58 41-309 広ケ作 小倉町 1756他 加曽利Eill ・加曽利Bl 

191 59 41-300 滑 橋 小倉町谷頭 加曽利EII・ill・ 堀之内 l

192 60 41-299 加曽利 桜木町京顧台 遭 茅山•関山・黒浜・五領ケ

台・阿玉台・加曽利 El. 

Il ・m・称名寺・堀之内 I.

II.加苫利BI• li ・ill・ 

安行 I• II ・川a • filb • 

姥山台m・大洞BC・CI

193 61 加曽利西 桜木町京顧台

一
堀之内 I

194 62 41-359 花 輪 叩律］・ビ轟 加曽利 E•堀之内

195 63 41-354 向ノ台 都町向ノ台 田戸上脳・子母ロ・茅巾．

諸磯

196 64 41-343 西ノ下通 都町西ノ下通 関山・黒浜・諸磯a・ b • c 

僅導寺台） 676他 浮島］． II• ill．下小野・

五領ケ台

197 65 41-504 滝ノ谷 大宮町 3065-3 黒浜・諸磯・阿玉台・加曽

（大久保） l | 利E•堀之内・加曽利 B
I I | 

198 66 41-506 押 プ 人宮町 3763｛也， 加曽利E•堀之内.7JD冑利B
-----・一

199 67 41→379 
水（東第水2砂砂) 

平山町南水砂・ 加曽村 Eill • lV ・堀之内・

東水砂 加曽利B

200 68 47-898 長谷部 千葉市平山町 阿上台・加曽利E•堀之内・ 1

注理台） 主理台 加曽利B.安行 I• II 

201 69 47-756 築地台 平山町築地台 加曽利E川・lv•称名寺•堀之内・
加曽利B丑召す］ •_]]•Illa· lllb • 
前浦•姥巾台・大伺B-C•荒海

202 70 47-739 吾 妻 平山町吾妻61 阿玉台・ !JU曽利E•堀之内

I •加曽利 B· 諸磯
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規 模 備 考 主 要 文 献

点 在 発消 凰千葉市教育委員会『千菓市史史料編JI昭和51年

点 在 一部消滅 千栞市 『千葉市誌』昭和28年

干菓市教育委員会 『千葉市史史料編』 I 昭和51年

‘占̀‘‘ 在 発一 部消掘滅 山武郡考古学研究所 ［広ケ作遺跡調査報告j昭和594

点在馬蹄形 発掘・保存 ［千葉市史史料編 」I•昭和5]年

一部消滅 昭和56年 山武郡考古学研究所調査

環 状・ 発掘・保存 大山史前学研究所「千葉県千葉郡都村加曽利貝塚調蒼報告」 （『史前学雑誌J

馬蹄形 一 部消滅 9 -1)昭和12年

『加曽利貝塚』 J・LI・lll・IV（貝塚博物館調蒼資料 1.2. 3. 4集）昭和42・43・

45 • 46年

後藤和民・庄司克・飯塚博和「加曽利貝塚東傾斜面調査概報」(I貝塚博物館紀

要』 6.7.8号）昭和56• 57年

点 在 千葉市立加曽利貝塚博物館 「加曽利貝塚博物館20年の歩み』昭和62年

馬蹄形 一部消滅 千葉県文化財保護協会「千葉県の貝塚』昭和58年

地 点 発 掘 「千菓市都町字向ノ台貝塚の発掘に就いて」 （千葉県立千菜中学校々友会『か

消 滅
つらき』復刊号）昭和22年 千薬市 『千葉市誌」胎和28年

地 点 標高7~8 庄司克「宝導寺台貝塚発掘調査概報」 （加曽利貝塚博物館 「貝塚博物館紀要」

m 発掘
3)昭和45年

一部残存 寺門義範「縄文時代前期後半から中期初頭にかけての一資料」 （「貝塚博物館

紀要J11)昭和59年

‘占‘‘‘ 在 一 部消滅 千薬市教育委員会 「千葉市史史料編』I昭和51年

千葉県文化財センタ ー『千葉県埋蔵文化財分布地図』 2 昭和61年

J占ヽヽヽ 在 一部消滅 千菓県文化財保護協会 『千葉県の貝塚j昭和58年

’占‘‘‘ 在 干菜市教育委員会「干菓市史史料編』 I 昭和51年

千薬市教育委員会 『千葉市埋蔵文化財分布地図』昭和59年

馬蹄形 発 掘 伊藤和夫・金子浩呂 『千菓県石器時代遺跡地名表』昭相34年

保一部残存存 千薬県文化財保護協会『千葉県の貝塚』胎和58年

点在馬蹄形 発 掘 久保常晴「千葉県千葉郡築地台貝塚」（ 『日本考古学年報』2.3)胎和24• 25年

一部消滅 千葉県文化財センター 「千葉市築地台貝塚•平山古墳』 昭和53年

点 在 一部消滅 千葉市教育委員会『千葉市史史料編』 I 昭和51年

千葉県文化財保護協会「千葉県の貝塚』昭和58年
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Nu 県埋文分布 貝層・貝 早~ H‘ I‘ l 中 後 晩

通し 贔
フbックを 所在地

期 期 期 期 期
土器の型式

N(l 地因 N(l 含む遺跡

203 71 47-737 台 畑 平山町台畑 阿玉安台行・加曽堀利ET • II • 
III • I • 之内・カD曽
利B

204 72 47-992 ＇ 通 大金沢町字六通

一
•?• 堀之内 I• II ・加曽利BI・/‘ 

II • III・曽谷・安行 I• II・

ma. me 
I 
I 

205 73 47-1027 野 田 誉田町一丁目 阿玉台・加曽利 Elli• 加曽
（野田小谷）

小谷・一里塚南 利B

206 74 47-742 立 堀 辺田町雲中

一
堀之内・加曽利B

207 75 47-735 菱 名 平山町菱名

一
阿玉台・加曽利EI • II 

208 76 41-596 へたの台 仁戸名町~272800 

一
阿玉台 ・加曽利EI • IT 

209 77 41-597 月ノ木 1戸名町月ノ木 加曽利E•堀之内・加曽利 B

210 78 41-493 高崎台 星~久8喜14町他800 

一
堀之内

212 80 41-475 矢 作 矢作日」貝殻 之茅山内・諸磯・加力曽曽利利E •堀
I・Il・ D 1B• 安

行 J• II • IIIa 

213 81 41--482 亥 鼻 亥鼻町 1-6-1

一
堀之内 I.加曽利B

--

214 82 41-583 稲尚山 千葉寺町稲荷山 茅山・諸磯

215 83 雉ノ 宮 赤井町向台 538 一＇ 

堀之内
~540 

216 84 47-606 オクマンノ 宮北崎64町0奥万野台

一
茅山

217 85 47-734 狐 塚 今井町 146字

一
堀之内・加曽利 B

番匠免

218 86 人覚寺山脇 生実町大覚寺脇

一
堀之内・加曽利 B

219 87 I 4 7-987 （森南生実台台） 台南生97実3町南生実 I 

一
鵜加曽ケ禾島IJ台B・茅山・堀之内・

220 88 47-867 鎌取場台 鎌取町鎌取場台

一
堀之内 ・加曽利B

221 89 47-874 南二重堀 生実町 2857 稲荷台•黒祖・浮烏 ・阿玉

-1他
台 •/JD曽利 EI ・II・ 堀之内

222 90 47-857 上赤塚 南生実町上赤塚 I 茅山・ hu曽利E•堀之内・

加曽利B.安行 I• Il 
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規 模 備 考 じ 要 文 献

点 在 丁菜巾教育委員会『千葉市史史料編』 I 昭和51年

千葉県文化財保謹協会『千棠県の貝塚』 附相5包「

馬蹄形 保 存 千葉市教肖委員会 「千葉市史史料編」［ 昭和51年

椋高40~ 千葉県文化吋センター「六通貝塚貝層範囲確認調査」 『研究連絡誌J18号昭和

47m 61年

「「菓県文化財センタ 一年報 I11 昭和61年

‘占‘‘‘ 在 消 絨 千葉市教育姿員会［千葉市史史料編』 I 昭和51年

千葉市教育姿は会 f千菓市埋蔵文化財分布地図」 B田和59年

地 占ヽヽヽヽ （な し）

点在思蹄形 発 掘 後腺和民・庄司克「千簑市平山町菱名貝塚凋査概報」 （千葉市加曽利貝塚博物

半 壊 館『貝塚博物館紀要』 2) 附和44年

点在馬蹄形，一部消威 干菜市［千菓市誌］ 昭和28年

馬蹄形発掘・保存 干葉市「T葉巾誌」 昭和28年

点 在 一部消滅 千葉虻文化財保護協会『丁葉県の貝塚』 昭相58年

馬蹄形 発 掘 武田宗久「下総国矢作貝塚発掘報告」 （『考古学」 9の8 昭和13年

！ 
消 滅 千菜県文化財センター iT葉市矢作貝塚』 昭和56年

地 点一部残存 千葉県文化財保護協会 『千葉県の貝塚」 昭相58年
＇ 

点 在 消 滅 伊藤相夫・金f浩昆『千葉県石器時代遺跡地名表J 昭和34年

点 在 消 滅 千薬市教育委員会『千葉市史史料編』 I 賠相51年

丁菓県文化材センダ 『千葉県埋蔵又化財分布地図』（2) 附和61年
一―

‘占‘‘‘ 在 一部残存 千葉巾教育委員会『千葉市史史料編』 I BHt□51年

地 ‘L‘L ‘I ‘ 消 滅 武田宗久「丁英市今井町狐塚古墳」 （千葉県教育委員会「千葉県遺跡調査親

； 告』） 昭和40年

千築市教育委員会「千葉巾史史料編JI 昭f□51年

地 ‘’ー‘卜ゴ‘• ‘ 消 滅 丁菓市教育姿貝会 1千葉市史史料編』 賠禾[]5]年

千菓叶i文化財センター「T葉県埋蔵文化財分布地図』 12) 胎和61年

馬蹄形 一部消威 千葉県文化財保護協会「千葉懸の貝塚J 附相5碑

点 在 丁葉県文化財センター 「丁虻収埋蔵文化財分布地図』 (2) 昭和61年

貝ブロソク 発 掘 丁菜県文化財センター「Ifj二r厄堀遺跡」 （「千葉東南部ニュータウン』 12)

’占‘‘‘ 在
昭和58年

馬蹄形 保 存 千槃県文化財センター i千葉県埋蔵文化財分布地図』 2 昭和61年
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No. 県埋文分布 貝フ屈ロッ・貝 早
則~ ヽ 中 後 晩

通し市町 地図 No.
クを 所在地

期 期 期 期 期
土器の型式

No. 村月lj
含む遺跡

223 91 47-865 有吉北 有吉町 730他 I 茅山 ・中峠・I阿•JBIV玉•·安台拡打名・加寺I 曽.・堀利
(El照田） EI ・Il・III 

之内 ・JJD曽禾 ll 

224 92 47-873 大井戸作 祠占町詞大非戸酋戸作 ＇ 加曽利E•堀之内 ・加曽利B

225 93 47-1226 神 門 南生実町神門 l 鵜ケ島台・茅山・花積下届

740他
関山 I• II ・黒浜 ・諸磯a

b ・浮島 I・十三菩提 ・荒

海

226 94 47-871 有吉南 有吉町481他 ~?• 

一
加曽利EI • Il・称名寺 ・

前（有・有吉吉宮） 堀之内 I• a ・加曽利B

227 95 47-875 有吉城跡 有吉町有吉城址 鳥？． 茅山上層

228 96 47-1012 小金沢 小金沢町929- 茅山・黒浜・加曽利 EIV•堀

僅面） 4他
之内J•加曽利 B • 安行 I • II 

229 97 47-995 木 戸作 椎名崎町 859他
， 

加曽利E・称名寺・堀之内

（椎名崎） I.加曽利B

230 98 47-1023 六通金山 大金沢町 480他 I 

一
茅山・加曽利EIII・ IV 

ーl ` 

231 99 47-1022 大膳野北 大金沢町543-2
茅山」浮利千J>i網島E • 黒洪津 ・話阿加磯玉曽a台和1• 

他 b ・・ ←固’‘ ． ． 
加曽 II • ill • 曽 B 
j]・ 網・大洞A'

232 100 47-1080 大膳野南 大金沢町オケラ台 諸磯 ・加曽利E・ 堀之内 ・

（長堀）
加曽利B

233 101 47-1077 杉ノ台 中西町中西宮山

一
加曽利B

234 102 48-802 中 野 中野町 1224他 l 茅山 ・加憎利EIll・ IV・称

僧御堂
名寺 ・堀之内 ・加曽利B

235 103 47-789 八反目台 野呂町八反目台 ＇ 
夏島 ・加曽利Em．称名寺

（百万本） 堀之内 I.加曽利BJ • Il 
皿・ 曽谷 ・安行 I・JI・ Jila • 

Ilic ・姥Il」台 a• III 

236 104 47-785 宮ノ台 野呂町宮ノ台 加曽利E • 堀之内 T. 加曽

利B • 安行 ］
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規 模 備 考 土 要 文 献

点在馬蹄形 発 掘 上守秀明・小宮孟「干羹県干葉市有吉北貝塚の調査」 （『日本考古学協会第53

半 壊 屈総会研究発表要行』） 昭和62年

点 在 消 威 伊藤和大・金―f点昌 r千葉県石器時代遺跡地名表』 昭和34年

地 ’占‘‘‘ 発 掘 金丸誠・麻生正信・服部哲則「低屈地遺跡の水浸木負遺物の取り上げ」 （千葉

標高 6.5 m 県文化財センター『研究連絡誌』 20号） 昭相62年

約 じ2残存 千栞賑又化出センター［千葉市浜野川遺跡群1 昭和63年

寺門義範「神門遺跡の品査 I（千葉市文化財調査協会「浜野川神門遺跡現地説

明会資料J) 昭相63年

馬蹄形 保 存 伊藤和人・金［（岩昌 r千葉県石器時代遺跡地名表』 昭和34年

一部消威 千菓県文化財保護協会『干葉県の貝塚』 昭禾□58年
千葉県文化財センター『千栞県埋蔵文化財分布地区」（2) 賄和61年

貝プロック 発 掘 干菓虹文化財センター「馬ノロ遺跡・有古城跡・白烏台遺跡」 (i千簗東南部

点 在
ニコ-タウン』 15) 昭和59年

点在馬蹄形
心

掘 千葉県文化財センター「小金沢貝塚」 （『丁葉東南部ニュータウン 」10)元

消 滅 防和57年

点在馬蹄形 r- 掘 千蘊但文化財センター「木戸作遺跡」 （『千葉東南部ーュータウン』 2• 7) プ

消 滅 昭和50• 54年

貝ブロック 発 拘 千菜県文化財センター「六通金山遺跡」 （『丁葉東南部ニュータウン』 11)

点 在
昭禾□56年

貝プロック 発 掘 丁葉県文化財センター『千葉巾大膳野北遺跡』 財{{□57年
声ヽヽヽ 在 T葉県文化財センター「大膳野北遺跡」 （『「葉東南部ニュータウン 」16)

刷和60年

点在馬蹄形 保 存 阻藤和夫・金子（告呂「「葉県石器時代遺跡地名衣』 昭相34年

T-葉県文化財センター『千葉県埋蔵文化財分布地図」（2) 昭和61年

地 ‘占’‘‘ 消 滅 丁栞県文化財センター［「葉県埋蔵文化財分布地図』 (2) 昭禾□61年
~ ~ 

貝ブロック 発 掘 干葉県文化財センター『千葉巾僧御堂遺跡」 附利152年

点 在 消 減

点介馬蹄形 田中英世「丁葉巾八反目貝塚」 (T党巾加曽利貝塚博物館『貝塚博物館紐要』

11) 昭禾059年

貝ブロック 、i肖 蔽 千葉市遺跡調査会「駒込遺跡」昭和58年 8月の遺跡の概観に記載

＇占bヽヽ 在
田中英世「一「葉市八反目台貝塚」 （「加曽利貝塚博物館紀要』） 11 昭和59年
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No. 県埋文分布 貝屑・貝 早 月・ l• j 中 後 晩

通し 村市町 地図 No.
プロソクを 所在地

期 期 期 期 期
士器の型式

No. 別 含む遺跡

237 105 47-906 営田高田 高田町字冬寒台 加曽利E・ 堀之内・加曽ネlj

中芝・貝塚 B •安行 1 • LI 

238 106 47-658 JII 井 川井町字JI!井 l 早期前半・加曽利E•堀之
（道ノド） 400 内・加曽利B•安行 1 • II • 

川a

239 107 41-404 荒 立 干城台 4丁目 阿玉台・加曽利E•堀之内
荒立外山

加曽利B•安行ma

301 109 41-277 新堀込南 貝塚町新堀込 祢名寺・堀之内 r• u •}Jn 
叩メIJ捻化） ， 

曽利BJ• II・女行J.JJ・川a
！ 

302 110 41-27fi 草刈場東 貝塚町谷ツ上 加凶利E.称名古・カLI曽利

（谷ツ上）
B.安i」J.II 

303 111 1 41-580 鷲谷津 千葉年町鷲谷津

一
堀之内・ JJD曽利 B

304 112 41-524 うならすす 多部田町うならす

一
後期

ず
！ 

305 113 束 台~ 大椎町東台1009 茅山・花枯下層•関山

～東要772-1

:-306 114 47-1028 大膳野北 大膳野町大膳野 加曽利E・ 堀之内・加曽禾Il

B 

四街達市

No~ 県埋文分布
旦含フ居ロむ；；逍ク・跡貝を

早 則~ 中 後 晩

通N(lし 村市町図 地図 No.
所在地

期 期 期 期 期
上器の型式

240 1 41-7 4 
中（和向三良井比） 角

四御直市四街道 井草・夏島・茅山・黒浜・

中三角 1577他

I 浮島・加曽利E • !Jn曽利B
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規 模 備 考 主 要 文 献

馬蹄形 発 掘 学習院高等科史学部『干集県誉田高田貝塚発掘概報JI 昭和30年

標高 48m

点 在 一部残存 伊藤和夫・金子浩昌『千葉県石器時代遺跡地名表』 昭和34年

千葉市教育姿貝会 I千葉市埋蔵文化財分布地図改訂版附編」 昭和59年

声‘‘‘ 在 消 戚 伊藤和夫・金fi告昌『千薬県h器時代遺跡地名表』 昭和34年

千葉県文化財保護協会『千薬県の貝塚』 昭和58年

点 在 日群晃ー『千葉市貝塚町貝塚群の研究予報』 昭和57年

'占‘‘‘ 在 宍倉昭一郎『貝塚町貝塚群の現状とその歴史的意義」日本考古学協会『貝塚町

貝塚群と原始隻落』 昭和51年

El暮晃ー『千菜市貝塚町具塚群の研究予報』 昭和57年

;占‘‘‘ 在 千葉市教育委員会『千葉市史史料編JI 昭和51年

昭和44年加曽利貝塚博物館確認

貝ブロック 消 滅 干菓市教育委員会「ヲフウデン遺跡発掘調査報告」 （『千葉市文化財凋蒼報告

第 1集』） 附和51年に記載

貝ブロック 発 掘 千葉市上気地区遺跡調査会『千葉市土気地区埋蔵文化財調五報告J 胎和55年

点 在
消 滅

、KE、 在 伊藤和夫・金子浩昌『千葉県石器時代遺跡地名表」 昭和34年

干薬県文化財保護協会『干菓叫の貝塚』 昭和58年

千薬虹文化財センター「千菜県埋蔵文化財分布地図』 12 昭和61年

規 模 価 考 土 要 文 献

点 在 消 滅 四街道市教育委員会 I千葉県四街道市埋蔵文化財分布地図J 昭和57年

千築県文化財保護協会『丁葉県の貝塚』 昭和58年
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市原市

No. 県埋文分布 貝洒・貝 早 月1J 中 後 晩

鸞翡闘 地図 No.
ブロックを 所在地

期 期 期 期 期
土器の型式

含む遺跡

241 1 47-649 西鹿ノ原 番場・鹿ノ原

一
阿玉台・加曽利E

242 2 47-686 草 刈 華刈字下切付他 早期•印j期・勝坂・阿玉台
10-1 (f切付・

扇ケ谷）
曽利・大木8a ・中峠・加

首利EI・Il・lll 

243 3 47-643 多屯台
喜多子多直日 加B曽.利安E •堀之内・加胃利

695他 行 I

244 4 47-599 手 永 菊間字手永

一
堀之内・刀D曽利B•安行

2137他

245 5 47-575 i門 月．I．」 門前 2-211他 加曽利 E•堀之内・加曽利B

307 6 47-598 福寿院 菊間字深道 縄文

308 7 47-602 北野谷 貝菊塚間台字北野谷小字 縄文

309 8 47-596 小幡神社 菊間字雲ノ境 縄文

310 ， 47-597 徳 永 菊間字徳永 縄文

311 10 辰己台 大厩字辰己原他 縄文
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規 模 備 考 t 要 文 献

地 ‘占‘‘‘ 千簗賑文化財保護協会『T葉県の貝塚』 昭相58年
ヽ•

点在馬蹄形 発掘調査継 千葉県文化財センター「芍刈遺跡確認調査の概要」 （「千原台ニュータウン』1)

続中 昭和55年

千葉限文化財センター「千葉念行線」 (r千葉県文化財センタ←一年報』 N(l8)

附和58年

市原市文化財センター『草刈遺跡I 附和60年

千葉県文化財センター「草刈遺跡 (B~) 」 （「千原台ニュータウンJill) 

昭相61年

馬蹄形 一部消滅 干葉県文化財保護協会『干菓賑の貝塚JI 昭和5沙じ

馬蹄形 発 掘 市原市文化財研究協議会『市原市遺跡分布図JI 昭和46年

消 滅 隈野光行「市原市菊閻手永貝塚採集の土器片」 (I伊知岐良』 3) 昭和55年

干菓県文化財保護協会『千菓県の貝塚JI 昭和58年

馬蹄形 消 滅 千葉県文化財保設協会『千葉県の貝塚J 昭和58年

地 点 消 滅 千葉県文化材センター『千葉県埋蔵文化財分布地図』 (3) 昭和62年

地 ’凸̀‘‘ 消 滅 千葉県文化財センター『千葉県埋蔵文化財分布地図』 (3) 昭和62年

地 9凸ヽヽヽ 千葉県文化財センター 「千葉県埋蔵文化財分布地図』 (3) 昭和62年

地 点 千葉県文化財ヤンター I千葉県埋蔵文化財分布地図J(3) 胎和62年

点 在 消 滅 千葉県文化財センター『千葉県埋蔵文化財分布地図JI(3) 昭和62年
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洋性のダンベイキサゴか含まれていることから察すると、このあたりの縄文人は九 1九里海岸と

密接な関係にあることがわかる。

次に、村田）l|中流域では左岸に中期と思われる西鹿ノ原の地点貝塚と、支谷のム岸台地に多

竜台の馬蹄形貝塚がある。後期と思われるか詳細は不明である。

下流域では左岸の大厩支谷の奥に堀之内式期と思われる辰已台貝塚かあり、これより約 1キロ

下った左岸に小幡神社貝塚、菊問台地の北端部に福寿院・北野谷かあるか、これら 3貝塚の規

模・内容は全く不明である。ただ一つ北野谷貝塚の西方にある小支谷の左岸にある手永貝塚は

早くから知られた後期の馬蹄形貝塚で、附和40年代に発掘されたが、詳しい報倍の刊行を見て

し、なしヽ 。

一方右岸では、村田川の本流と通称茂呂谷津と呼ばれる支谷に狭まれた標高約30mの舌状台

地の巾央部南側に位刈貝塚かある。昭和54年以後、この台地一帯の住宅団地造成に伴なう遺跡

の発掘凋査の一環としていなわれているもので、貝塚の規模は径約 160mの点在馬蹄形である。

胎和61年の報告書によれば、阿下台 Ib式から加曽利 Em 式までの住居址 177 軒•土壊 573 基

早期の炉穴等か発見されているが、貝脳形成の時期は中期である。 （註 1) 次に、茂呂谷津

の谷口を形成する南側の舌状台地の突端部よりやや東寄りの所に加曽利 B式期の点在貝塚杉ノ

台かある。この谷を東方にさかのばると、中ほどで 4つの支谷に分かれる。この最も東側の谷

奥に面する台地に大膳野南貝塚・大膳野北貝塚・大膳野北遺跡かあり、その西側の谷輿に面す

る台地にも六通金山遺跡かある。さらに最も西側の谷奥に由して大金沢貝塚かある。いずれも

標高50m前後を測る。右のうち大膳野南・大膳野北の両貝塚の貝層形成時期は後期てあろう。

大膳野北遺跡の凋査によると、茅山式と思われる炉穴群と黒浜式期の住居址 3.加曽利 E式期

7.阿玉台式期の土喋 1が出士した。このうちカロ凶利 E式期の住居址の 1軒にハマグリ・シオ

フキ・アサリなどの貝ブロックかあった。（註 2) 六通金山遺跡の調査では、茅山式期の炉穴群

の外に加曽利 Eill~IV式期の住居址 5軒のうちの 3軒にイボキサゴ・アラムシロ・ウミニナ・

ハマグリなどを件なう貝ブロックがあった。 （註 3) また、小金沢貝塚の全面発掘調査によ

ると、貝層形成以前の早期末菓と思われる炉穴群39、貝唇を伴なわない加曽利 EIV式期の住居

址 2、貝層を伴tょう堀之内 I式期の住居址17軒か発掘された。 （註 4) つまり本貝塚は、近

接する木戸作貝塚と全く同じ時期に、しかも全く同じ点在馬蹄形貝塚か形成されている点か注

目される。 (T葉市文化財保護審議委員会会長）

註1 千葉県文化財センター「草刈遺跡B区」 （［千原台ニ ...Lータウン』）川 昭和61年

註2 千葉県文化財センター「大膳野北遺跡」 （門こ菜東面部ニュータウン』） 16 昭和60年

註3 千葉県文化財ヤンター「六通金山遺跡」 （『千葉束南部ニュータウン」）11 昭相56年

許4 千葉県文化財センター「小金沢貝塚」 (f千葉東南部ニュータウン」） 10 昭和57年
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